
学 会 記 事 3 87

(2 0 0 2 年 7 月 1 2 日) による と
,
1 年間の 簡易鑑定

にお い て 1 人の 鑑定医で 1 0 6 件の 鑑定を行 っ た地

検がある -
一

方 で
,
逆に 3 1 人の 鑑定医が 6 6 件の 鑑

定を行 っ て い た地検 もあ っ た
,
と いう報告があり

,

鑑定結果 に偏りが生 じる可能性も示唆された .

これ らの 根底 に は検察側 ･ 鑑定医側双方 に お い

て
,
個人 ･ 県レ ベ ル で の 技量や簡易鑑定 に対する

考え方などの違 い があり , 今後は鑑定 ･ 検察処分

が正確か つ 平等に行われるよう司法精神医学を確

立 して い か なければなら な い .

9　高機能広汎性発達障害に対する治療・教育援

助の試み

藤田基・桜井観喜

新潟県立精神医療セ ン タ ー

当院で は広汎性発達障害の こ どもの 支援を 3 0

有余年に 渡 っ て 継続 して い る . 最近, 広汎性発達障

( P D D ) の こ どもの 来院が激増 して おり
,
従来 の

体制で は対応 しきれ なく な っ てき て い る . 従来の

個人療法中心の 援助 で は
,
高機能群 の 対人関係 の

困難 に直接ア プロ ー

チ で き ない ことが 問題と な っ

て い る . また
, 障害は生涯 にわた るもの なの で患者

や親の 自助 グル ー プ的つ ながりを育成する必要が

あるが
,
これも個人療法で は対応で き な い . 以上 の

こ と か ら治療の 構造に グ ル ー プを導入 し た . ( 1)

P D D の こ ども本人 に対 して は S S T を援用 した集

団精神療法 , (2) 家族 ･ 教師に対 して 心理教育的

ア プ ロ ー チを援用 し た家族教室を
,
それぞれ 2 0 0 1

年 4 月より設置 し た .

その 結果 ,
こども本人 につ い て は

,
対人関係や会

話の 困難 に対 して
,
グ ル ー プの 中で直接介入 し改

善する こ と が で きた . ま た
,
家族 や教師に対 して

は
, 系統的なプ ロ グ ラ ム の 中 で

,
必要 な知識を習得

させ る と共に
,
家族間の つ ながりが深まり, 自助活

動の育成を援助する こ とが で き た.

以上の よう な治療シ ス テ ム の 変容の
,
治療効果

に 対する客観的な影響 に つ い て の 検討 は今後の 課

題と し た い .

1 0 　 P a r o x e t i n e 血 中 濃 度 に 及 ぼ す C Y P 2 D 6 遺 伝

子多型の影響

澤村一司・鈴木雄太郎 *・佐藤聡

川嶋義章・下田和孝 * * ・染矢俊幸

新潟大学大学院医歯学総合研究科

精神医学分野

新潟大学大学院医学研究科精神医

学専攻 *

滋賀医科大学精神医字数室 * *

【目的】

P a r o x eti n e ( P A R) の 代謝 に 関与する肝 酵素

c y t o c h r o m e P 4 5 0 ( C Y P) 2 D 6 の 変異ア レ ル と

P A R 用量 が ,
P A R 血 中濃度 に与える影響 に つ い

て検討 した .

【対象】

対象は新潟大学医学部附属病院精神科 に外来通

院もしく は入院 して おり
,
書面 で 同意の 得 られた

,

P A R 内服中患者 4 8 名 .

ベ ン ゾ ジア ゼ ピ ン系薬剤

以外の 併用薬の ある もの , 身体疾患の 明らか なも

の は除外 した .

【方法】

採血 は同
一

処方で 2 週間以上経過後 にお こな っ

た
. P A R 血中濃度測定は高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ

ィ
ー

法 ( H P L C) に て お こ な っ た . C Y P 2 D 6 * 5 ,

C Y P 2 D 6 * 1 0 変異ア レ ル は末梢血 か ら D N A を抽

出後,
P C R 法に て 同定 し た.

【結果および考察】

P A R の 各用量 (1 0 , 2 0 ,
3 0

,
40 m g / d a y) にお

ける血中濃度 ( 平均 ± S D ) は ,
それぞれ 6 . 1 ±

9 . 7
,
3 8 . 1 ± 3 7 . 7

,
7 5 .9 ± 4 8 .6

,
1 4 1 . 9 ± 1 2 8 .2

n g / m l で あ っ た . 4 0 m g / d a y の P A R 血中濃度 は

2 0 m g / d a y の 血中濃度 と比較 して約 4 倍で あり ,

P A R 用量 と血中濃度と の 間に は下 に 凸の 曲線回

帰が認 められた .

C Y P 2 D 6 * 1
,
* 2

,
* 5

,
* 1 0 の ア レ ル 頻度は そ

れぞれ 4 5 .8
,
1 4 . 6

,
3 .1

,
3 6 .5 % であ っ た . 用量の 異

な る 4 群 ( 1 0 , 2 0
,
3 0

,
4 0 m g / d a y ) に お い て ,

C Y P 2 D 6 変異ア レ ル 数が 0 個
,
1 個 ,
2 個 の 3 群間

で
,
平均 P A R 血中濃度 の 比較をお こ な っ た . そ の

結果
,
特に低用量群 ( l o n g) で ,

変異ア レ ル 数 2

個の 群 の 平均 P A R 血中濃度 (6 . 0 ± 4 . 6 n g / m l)



3 8E; 蹄矧室学会雑誌 第 1 1 7 巻 第 7 号
IIT
'1
成 1 5 年 (2 003) 7 1]

は
,
変巽ア レ ル 0 個の 郡 (1 .2 ± 0 .9 n g / m l) と比

較 し て
,
有意に高 い (p < 0 .0 5) と い う結果が得

ら れた .
し た が っ て P A R 血中濃度 に お い て は

C Y P 2 D 6 遺伝子多型の 関与が , 特に 低柏屋で 大き

い と 考え られる .

‖ 統合失調症の分子遺伝研究
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* *
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当教室 で行 っ て い る統合失調症の 分子追払学的

仰先に つ い て 報告した. 関連研究 で は
,
疾患感受

性候補遺伝子で ある B D N F 遇仁 子, N O T C H 4 遺

伝子,
5 - H T T 遺伝子に つ い て 同道伝子内および

も しくは その 近悌 に位置する遺伝子多型を検討 し

た . また
,
現在行っ て い る連鎖研究に つ い て も報

告 した .

B D N F 遺伝子で は患者
: 1 <f 順間で

,
5 - H T T 遇

1ム子に お い て は患者 … 対照間に 加え発端老と その

両親をFFl い た伝達イく平衡 テ ス ト に て 検 討 し たが ,

い ずれも遺伝子多ZiU_
の 頻席 に有意差は 見られな か

っ た .
N O T C H 4 遺伝子で は

,
検討 した 5 つ の マ

ー

カ ー の うち
, 患者対!!Ii研究で は ( C T G) の 繰り返

し多当リで
,
!
r

i
'

･

1者
,
両親の トリオ による伝達不平衡

テ ス トで は ( T r A T) の 繰り返 し多型で 有意差 が

妃られ た か , 多重検定の修正後に は その2 .
'
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と は なら なか っ た .

l･li 在,
日 本匡l 内に て ,L

=

a 出された統合尖 卸話:
A
.多発

大家系を拝= ､ た連鎖研究を行 っ て おり ,
終了次第

結果を報告する予
J

iL
/

で ある . また
,
日本匡l 内に お

ける伴患同胞対をもち い た多施設共同研究に よる

連鎖桝究に もサ ン プ ル 収集 および解析施設と して

参1)n L / て い る .

今後は ,
遺伝的異種件の 克服

,
検■
f
L
'

1 九 持巽件

の 向上 大量デ
ー タ の 迅速処理を目指 し , 研究手

法をさ らに 改善 して 研究を進めて い き た い .

1 2 ア ル ツ ハ イ マ ー 型痴呆 における視覚性事象関

連電位とス トル
ー プ ｡ テ ス トの 比較
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=∃的】

健常成人, 鰹常老人及びア ル ツ ハ イ マ
ー 型痴米

( D A T) 怒者に 対 し
,
u

J

盲割
t

fi=.∃了毅関連電位 ( E R P)

検査と ス ト ル
ー プ ･ テ ス トを施行 し

,
そ の 結果を

比較 ･ 検討する .

【対象】

健常成人3 0 名 ( 11 哨) m e a n ± S D 3 4 .0 ± 1 0 . 7)
,

健常老 人1 0 名 (8 0 .4 ± 7 .
4)

,
D A T 患者 1 0 名 ( 7 8 . 2

± 5 . 3) を対象と した . なお被験者に は検査 に つ

い て 説明を行 い
,
書面に て 同意を得た .

【検査方法】

E R P

検査課越 は標準的な視僅 オ ッ ドボ
ー

ル 課越を糾

い た . 刺激は標的刺激 (2 0
0
/ a) に ,-;]

A

;
, 非標的刺撒

(8 0 % ) に肯 ,
黄

,
綜のILL] 角図形を ラ ン ダ ム に デ

ィ ス プ レ イ に 呈示 し , 被版 者は赤色の 図形が 呈示

された場合に 出来る だ け早く ボ タ ンを押す課題を

課 せ られた .

ス ト ル ー プ ･ テ ス ト

被騒音は 4 樺質f: ( ,1r' , 育 ,
輿

,
緑) の 漢字を読

み
_
l二げ ( W c a rd s) , 次 に 同じ 4 種類の 色を名づ け

( c c a r d s) , さ らに 色と 淡字 が
一 致 して い な い 洩

字の 色を名づ ける ( C W c a r d s) . 各課越 5 0 個 の 読

み上げ時間と誤りの 回数を測定 した .

【結果】

E R P

1) 健常老人群 ,
D A T 群共 に陛常戒人前 に比較

して 有意 に潜時の 延長 , 振幅の 妖
‾下が認めらゎた .

2) 促倍老人郡と D A l
､

の 比蝦 で は ,
N I O O で は

有意な差は認め られ なか っ た が ,
P 3 0 0 で は

,
潜峠


